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Ⅰ．趣旨  

本大学では、平成 30 年度より、地域の健康をまもることのできる人材育成を目指し、「ヘルスリテラシー」や

「実践力」、「多職種連携」を核とした「青い森のカリキュラム」をスタートしています。 

近年、十分な能力をもった学生を卒業させ、大学での学修成果を社会に示すことが必要であると言われておりま

す。 

そこで、新カリキュラムにおいて育成した学生の能力を皆様にお示しするために、関係各所からご寄附頂いた

20周年基金をもとに「学修成果の可視化プロジェクト」を進めています。 

このうち、社会人として必要な能力（リテラシーとコンピテンシー）を客観的に測定できるテストを行いました

ので、その結果の一部を報告します。 
 

 

Ⅱ．方法  

新カリキュラムにおける教育成果の測定には、河合塾とリアセックが共同開発した「PROGテスト」を活用しま

した。これは、「リテラシー」（実践的に問題を解決に導く力）と「コンピテンシー」（周囲の環境と良い関係を築く

能力）を80分の問題により測定するものです。 

対象は、1年生と2年生の全学科学生で、9月20日に実施しました。 

また、テストの結果をもとにした活用方法解説会を11月30日に開催し、今後の大学生としての学びの強化と

社会人基礎力を高めていけるよう、結果を有効に活用するためにはどうしたらよいか、将来の就職活動のために、

今からできることは何かを知る機会としました。 
 

 

Ⅲ．結果  

3月13日に「2018年度PROGテストの全体傾向報告～PROGの概要説明と青森県立保健大学の学生の特

徴・分析～」と題し、教員向け全学FDを実施しました。本大学の学生の傾向として、基準集団と比較し、全学科・

学年ともにリテラシーが高い一方で、コンピテンシーでは、学科・学年で基準集団より低い能力もあり、コンピテ

ンシーは経験を積むことで身につく行動特性であるため、今後の学生生活の中で強化していく必要があると思われ

ました。 
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